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秋
田
市
の
開
発
は
、
千
二
百
年
あ
ま
り
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
天
平
五
年(

七
三
三)

、

大
和
朝
廷
が
北
辺
守
備
の
拠
点
と
し
て
、
高
清
水
の
丘
に
出
羽
柵

で
わ
の
さ
く(

秋
田
城)

を
設
置
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
を
経
て
、
足
利
末
期
の
戦
国
時
代
に
は
、
安あ

ん

東ど
う

氏

(

の
ち
秋
田
氏)

が
土
崎
に
湊
城
を
築
城
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
繁
栄

し
ま
し
た
。

そ
し
て
慶
長
七
年(

一
六
〇
二)

、
常
陸
ひ
た
ち(

現
茨
城
県)

を
治
め
て
い
た
佐
竹
義
宣
よ
し
の
ぶ

が
秋

田
へ
国
替
え
と
な
り
、
当
時
「
窪
田(

く
ぼ
た)

」
と
称
し
た
寒
村
に
、
水
戸
か
ら
推
定

一
万
〜
一
万
五
千
人
の
人
々
と
と
も
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

佐
竹
氏
は
、
神し
ん

明め
い

山さ
ん(

現
在
の
千
秋
公
園)

に
久く

保ぼ

田た

城
を
築
き
、
侍
町
の
内う
ち

町ま
ち

、
町

人
町
の
外と

町ま
ち

の
町
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
当
時
と
し
て
は
優
れ

た
都
市
計
画
で
あ
り
、
防
御
、
出
撃
を
主
眼
と
し
た
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
し
た
。

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
後
、
現
秋
田
市
は
久
保
田
か
ら
秋
田
と
改
称
さ
れ
、
県
庁
所

在
地
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
の
市
制
施
行
当
時
の
秋
田
市
は
、
人
口
約
二
万

九
千
人
、
世
帯
数
約
六
千
六
百
、
面
積
六
・
九
平
方
㌔
㍍
で
し
た
。

そ
の
後
、
秋
田
市
は
八
回
に
わ
た
る
町
村
合
併
な
ど
に
よ
り
市
勢
が
め
ざ
ま
し
く
発

展
し
、
平
成
九
年
四
月
一
日
に
は
中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
二
〇
〇
四
年
は
、
佐
竹
氏
が
久
保
田
城
に
入
城
し
た
一
六
〇
四
年
か
ら
数
え
て

建
都
四
百
年
を
迎
え
ま
す
。

秋田市
建都400年の中核市

秋田市

秋田市 460.10k㎡　 187.24k㎡ 40.7％

河辺町 301.06k㎡　 43.77k㎡ 14.5％

雄和町 144.51k㎡　 49.48k㎡ 34.2％

合併後 905.67k㎡　 280.49k㎡ 31.0％

総面積 可住地面積 総面積に占める
可住地面積比率

約
46
km

面積の状況

●河辺町　町の東北部の岩見山・財の神国有林から源を
発する岩見川が町の西部へ流れ、秋田市四ツ小屋付近
で雄物川と合流しています。町の総面積のうち森林が
85.8％と大部分を占めています。
●雄和町　町の中央部を県内最大河川である雄物川が町
を二分して流れ、秋田市へとそそいでいます。平坦で
肥沃な耕地が広がっていますが、町の総面積の65.6％
は森林です。

１市２町の面積の合計は905.67k㎡で、県
の総面積の７.８％を占めます。

み
な
と
じ
ょ
う

雄和町の秋田空港

中
世
の
こ
ろ
の
河
辺
町
は
、
各
地
に
豪
族
な
ど
が
砦
と
り
で
を
か
ま
え
、
そ
の
周
り

に
人
が
集
ま
り
集
落
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

永
正
年
中(

一
五
〇
四
〜
一
五
二
一)

に
黒
川

く
ろ
か
わ

肥ひ

後ご

と
い
う
人
が
こ
の
地
方
を
支

配
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
永
禄
元
年(

一
五
五
八)

、
畠
山
重
村

し
げ
む
ら

が
豊
島

と
よ
し
ま

城
を
築
き
、
豊
島
玄
藩
頭

げ
ん
ば
の
か
み

と
称
し
、
そ
の
支
配
地
域
を
豊
島

と
よ
し
ま

郡
と
呼
び
ま
し
た
。

幕
末
の
こ
ろ
に
は
、
岩い
わ

見み

・
三
内
さ
ん
な
い

の
両
村
が
独
立
し
て
お
り
、
和
田
わ

だ

は
、
和

田
・
諸も

ろ

井い

・
高
岡
た
か
お
か

・
赤
平
あ
か
ひ
ら

・
神
内
じ
ん
な
い

・
大
張
お
お
ば
り

野の

・
大
沢
お
お
さ
わ

の
七
か
村
か
ら
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
豊と

よ

島し
ま

は
、
野の

田だ

高た
か

屋や(

戸と

島し
ま)

・
畑は

た

谷や

・
豊
成

と
よ
な
り

・
北き

た

野
田

の

だ

高こ
う

屋や

・

松
渕

ま
つ
ぶ
ち

の
五
か
村
を
併
せ
て
い
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年
に
は
、
岩
見
・
三
内
の
両
村
が
合
併
し
て
岩
見
三
内
村
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
は
前
述
の

七
か
村
を
併
せ
て
和
田
村
と
な
り
、

豊
島
は
前
述
の
五
か
村
が
合
併
し
豊

島
村
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
年
に
和
田
村
が

町
制
実
施
に
よ
り
和
田
町
に
。
昭
和

三
十
年
三
月
三
十
一
日
に
は
、
経
済

的
、
文
化
的
、
か
つ
地
理
的
に
も
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
和
田
町
・
岩
見

三
内
村
・
豊
島
村
の
三
町
村
が
合
併

し
、
新
し
く
河か
わ

辺べ

町
と
し
て
発
足
し
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

雄
和
町
の
主
な
開
発
は
、
奈
良
時
代(

七
一
〇
〜
七
八
四)

の
後

期
に
秋
田
の
古
代
交
通
の
要
所
と
し
て
「
羽
後

う

ご

の
駅
路
」「
羽う

州
し
ゅ
う

の
駅
路
」
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
平
安
時
代(

七
九
四
〜
一
一
九
二)

初
期
に
、
東
征
従
軍
士
な
ど
が
土
着
し
て
開
拓
を
進
め
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
雄
物
川
を
利
用
し
た
水
路
交
通
の
要
所
と

し
て
、
幾
多
の
乱
世
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、
約
二
百
七
十
年
間

は
戸と

米め

川が
わ

・
種た
ね

平ひ
ら

・
川か
わ

添ぞ
え

地
区
が
久
保
田
藩
佐
竹
氏
の
藩
下
に
、

大だ
い

正
し
ょ
う
寺じ

・
下し
も

黒く
ろ

瀬せ

地
区
が
亀か
め

田だ

藩
岩
城
氏
の
藩
下
に
お
か
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
椿
台
の
糠ぬ
か

塚づ
か

森も
り

が
最
後
の
戦
場
と
な
っ
た
戊ぼ

申し
ん

の

役(

一
八
六
八)

を
経
て
明
治
と
な
り
、
明
治
十
一
年
の
郡
区
町
村

編
成
で
、
戸
米
川
・
種
平
・
川
添
地
区
は
河
辺
郡
に
、
大
正
寺

地
区
は
由
利
郡
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
寺
地
区
は
昭

和
二
十
三
年
に
河
辺
郡
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
に
大
正
寺
・
戸
米

川
・
種
平
の
各
村
が
合
併
し
て
雄
和
村
が
誕
生
。
翌
三
十
二
年

六
月
一
日
に
は
、
川
添
村
が
合
併
し
て
現
在
の
行
政
区
と
な
り

ま
し
た
。

町
名
の
「
雄ゆ
う

和わ

」
は
、
高た
か

雄お

の
峰(

高
尾
山)

、
雄
物
川
の
流
れ

に
ち
な
み
、
さ
ら
に
郷
土
の
融(

雄)

和
一
体
を
信
条
と
し
て
命
名

さ
れ
た
も
の
で
す
。
町
制
の
施
行
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

で
す
。

河辺町
せせらぎの町

雄
和
町

輝
く
緑
と
水
の
里

河辺町

雄
和
町

約41km

岨
谷
峡

つ
ば
き
だ
い


